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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
４
７
６
Ｐ

【
作
者
名
】

　
藤
原
あ
き
ら

【
あ
ら
す
じ
】

　
ご
く
ご
く
平
凡
な
会
社
員
の
鈴
木
、
彼
に
は
秘
密
が
あ
っ
た
…
…
。
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
扉
が
開
い
た
。

誰
も
乗
っ
て
い
る
者
は
い
な
い
。

彼
は
そ
れ
を
確
認
す
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
│
│
。

扉
が
閉
ま
る
と
彼
は
、
ボ
タ
ン
を
押
さ
ず
に
、
ス
ー
ツ
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
Ｉ

Ｄ
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
た
。

そ
れ
を
ボ
タ
ン
が
並
ん
で
い
る
横
の
溝
に
滑
ら
せ
る
。

す
る
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
静
か
に
動
き
出
し
た
。

表
示
に
は
な
い
地
下
へ
と
、
彼
を
乗
せ
た
箱
は
下
り
て
い
く
。

　
彼
に
は
秘
密
が
あ
っ
た
…
…
。

友
人
や
家
族
、
恋
人
に
も
言
え
な
い
秘
密
だ
。

勿
論
、
同
じ
会
社
に
勤
め
る
他
の
社
員
に
も
だ
。

彼
を
乗
せ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
目
的
の
階
へ
着
い
た
。

　
扉
が
開
く
と
そ
こ
に
は
、
普
通
の
会
社
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
が
広
が
っ

て
い
る
。

彼
は
い
つ
も
の
様
に
、
自
分
の
仕
事
場
へ
と
歩
み
を
進
め
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

彼
が
足
を
踏
み
入
れ
た
部
屋
に
は
『
正
義
の
味
方
課
』

…
…
と
プ
レ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
お
は
よ
う
、
鈴
木
君
」

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
社
長
！
」

　
社
長
と
呼
ば
れ
た
男
は
、
指
を
振
っ
て
鈴
木
の
言
葉
を
否
定
し
た
。

「
こ
こ
で
は
社
長
で
は
な
く
│
│
」
 

鈴
木
に
先
を
促
す
。

「
あ
っ
、
す
い
ま
せ
ん
、
指
令
！
」
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そ
の
言
葉
に
満
足
そ
う
に
頷
い
た
指
令
は
、
満
面
の
笑
み
を
見
せ
る
。

「
今
日
も
平
和
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
！
」

「
は
い
！
」

熱
い
握
手
を
交
わ
す
二
人
。

　
他
に
は
人
の
姿
が
見
え
な
い
。

や
は
り
部
屋
の
中
も
、
デ
ス
ク
が
並
ん
で
い
る
だ
け
で
普
通
の
会
社
と
変
わ
ら

な
い
。

「
指
令
、
他
の
み
ん
な
は
？
」

「
あ
ぁ
、
今
日
は
営
業
だ
」

指
令
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
予
定
を
指
差
し
た
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
、
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
の
名
前
や
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
名
前

な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

「
後
楽
園
遊
園
地
で
僕
と
握
手
！
っ
て
な
」

指
令
は
ポ
ー
ズ
付
き
で
言
っ
た
。
い
ち
い
ち
熱
い
男
な
の
だ
。

「
だ
か
ら
も
し
も
の
時
は
…
…
」

い
や
に
神
妙
な
面
持
ち
で
指
令
が
い
う
…
…
。

鈴
木
も
神
妙
な
面
持
ち
で
指
令
に
続
け
る
…
…
。

「
分
か
っ
て
い
ま
す
！
　
そ
の
時
は
任
せ
て
下
さ
い
！
」

「
頼
ん
だ
ぞ
、
鈴
木
君
…
…
い
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
！
」

「
は
い
！
　
指
令
！
」

ま
た
し
て
も
熱
い
握
手
を
交
わ
す
二
人
。

　
そ
の
時
だ
っ
た
…
…
部
屋
中
に
鳴
り
響
く
ア
ラ
ー
ム
音
│
│
。

握
手
を
し
た
ま
ま
の
姿
で
顔
を
見
合
わ
せ
る
二
人
。

「
出
動
だ
！
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
！
」

「
ラ
ジ
ャ
ー
！
！
」
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街
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
。

逃
げ
回
る
人
々
。

そ
の
先
に
は
、
全
身
黒
タ
イ
ツ
の
悪
の
工
作
員
達
が
、
奇
声
を
あ
げ
な
が
ら
、

人
々
に
襲
い
か
か
っ
て
い
た
。

「
オ
～
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
！
」

そ
の
中
心
に
は
、
ボ
ン
テ
ー
ジ
を
身
に
纏
っ
た
女
幹
部
の
姿
が
あ
っ
た
。

「
オ
～
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
！
　
恐
怖
す
る
が
よ
い
、
愚
か
な
人
間
共
よ
！
　
こ
の
星

は
我
ら
が
頂
く
！
」

女
幹
部
は
一
人
高
い
所
で
、
逃
げ
惑
う
人
々
を
見
下
ろ
し
て
笑
っ
た
。

　
そ
の
時
だ
│
│
。

何
処
か
ら
と
も
な
く
聞
こ
え
る
声
が
。

「
そ
こ
ま
で
だ
！
　
私
が
来
た
か
ら
に
は
お
前
達
の
好
き
に
は
さ
せ
な
い
ぞ
！
」

「
誰
だ
！
」

女
幹
部
の
怒
号
が
響
く
。

「
キ
ィ
ィ
～
！
」

続
い
て
工
作
員
の
悲
鳴
。

次
々
と
倒
さ
れ
て
い
く
工
作
員
達
。

そ
の
先
に
い
た
の
は
│
│
。

「
お
前
は
…
…
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
！
」

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
呼
ば
れ
た
男
は
、
ス
ー
ツ
姿
の
何
処
か
ら
見
て
も
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。

し
か
し
、
工
作
員
と
戦
う
姿
は
正
し
く
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
正
義
の
戦
士

で
あ
る
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
、
工
作
員
を
倒
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
女
幹
部
と
対
峙

し
た
。

「
く
そ
っ
！
　
こ
う
な
っ
た
ら
私
が
直
々
に
倒
し
て
く
れ
る
わ
！
」
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女
幹
部
は
ム
チ
を
取
り
出
す
と
、
ビ
シ
リ
と
地
面
に
叩
き
つ
け
た
。

交
戦
す
る
二
人
。

…
…
す
る
と
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
が
、
街
に
鳴
り
響
い
た
。

そ
の
時
、
女
幹
部
に
僅
か
な
隙
が
う
ま
れ
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
そ
の
隙
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
「
名
刺
カ
ッ
タ
ァ
ァ
～
！
」

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
技
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

無
数
の
名
刺
が
女
幹
部
に
襲
い
か
か
る
。

巧
み
に
避
け
る
女
幹
部
。

し
か
し
、
名
刺
の
ひ
と
つ
が
、
女
幹
部
の
腕
を
切
り
裂
い
た
。

「
く
っ
！
　
今
日
は
こ
の
く
ら
い
で
勘
弁
し
て
や
る
！
　
覚
え
て
い
ろ
！
」

女
幹
部
は
立
ち
去
っ
た
。

こ
う
し
て
地
球
に
平
和
が
戻
っ
た
の
で
あ
っ
た
│
│
。

「
あ
っ
も
し
も
し
、
指
令
、
任
務
完
了
し
ま
し
た
！
　
は
い
、
お
先
に
失
礼
し

ま
す
」

「
た
だ
い
ま
ぁ
～
」

「
あ
っ
、
お
帰
り
な
さ
い
。
　
今
、
ご
飯
作
っ
て
る
か
ら
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て

ね
」

正
義
の
味
方
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
た
だ
の
鈴
木
に
戻
る
時
間
。

恋
人
の
真
理
子
と
過
ご
す
時
間
。

「
…
…
？
　
真
理
子
、
ど
う
し
た
ん
だ
？
　
そ
の
腕
…
…
」
鈴
木
は
、
真
理
子

の
腕
に
包
帯
が
巻
か
れ
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た
。

「
あ
っ
、
こ
れ
は
…
…
ち
ょ
っ
と
ね
」
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（
後
書
き
）

拙
い
作
品
で
す
が
、
最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｍ

（
＿
 

＿
）
ｍ

感
想
な
ど
い
た
だ
け
る
と
大
変
嬉
し
い
で
す
（
≧
∇
≦
）
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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ネ
ッ
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に
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た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4476p/

